
 

平成 30年 12月総務企画委員会 議事概要 

H30.12.19作成 

日  時：平成 30年 12月 18日（火） 18：00～19：00 

会  場：建築士会会議室 

出  席： 

（業務執行理事兼委員長）芝 京子 

（副委員長）山成 芳直 

（委  員）長田 喜樹、玉野 直美、沼田 有二、八重野みどり 

 

オブザーバー：須藤専務理事 

 

＜確 認 事 項＞ 

 １ 前回(11/20)議事録の確認【資料１】 

  ・異議なく承認 

＜協 議 事 項＞ 

１ 平成 31年賀詞交歓会について【資料２】 

 ・専務理事から開催計画案(式次第・来賓案等)を説明。了承。 

２ 来年度の事業計画について【資料３】 

 ・専務理事から、H30の事業計画をたたき台に議論を行うよう提案。 

(質疑) 

 (委員長)・「熱闘甲子園神奈川大会」は今後も継続したい企画だが、課題は？ 

 (専務)・学校や生徒側の反応も良好だが、応募が増加した場合、インターン受け入れ 

先の確保が困難になるかもしれない。 

  (委員)・「その他事業」の項に、シニア事業を位置付けられないものか。所管委員会 

がないのはやりにくい。 

  (委員長)・シニア事業を総務企画委員会の事業とする必要性はないか？ 

  (専務)・士会全体の重点事業の一つに位置付けられているから、根拠のない事業とは 

いえない。総務企画委員会の事業とするには、委員会としての覚悟がいるのでは。 

  (委員)・いまのところ、３名の担当理事(玉野・内山・長田)により、それぞれの担当

同好会を動かせている。委員会委員による組織的な対応が必要とまでは言えない。 

  (委員長)・「その他事業」という名称は弱い。積極的な内容を持つ事業群なのだから、 

別の適切な名称を考えた方が良い。 

(委員)・講習会活動の内容記述がわかりにくいので、事業内容の項だても含めて 

検討してはどうか。 

３ その他 

 ・特になし 

＜報 告 事 項＞ 

１ 新規合格者への入会案内活動について【資料４】 



 

 ・委員から、現時点までの実績と今後の分担予定を説明。 

２ 箱根 富士屋ホテル～講演会の申込状況について【資料５】 

 ・現在までの申込状況を説明。委員長より、総務企画委員会委員の積極的参加をよび 

かけ。 

３ 熱闘建築甲子園の結果について【資料６】 

 ・専務より結果を報告。優勝・準優勝以外の応募者には「奨励賞」（賞状＋三角スケ 

ール）の授与を検討中。 

  

４ その他 

 ・特になし 

＜その他＞ 

 次回以降の委員会等について 

  平成 31年 1月 22日(火) １月総務企画委員会 18:00～ 

平成 31年 1月 25日(金) 士会賀詞交歓会 18:00～ ナビオス横浜 

平成 31年  2月 4日(月) 賛助会見学会事前勉強会 18:00～20:00 

平成 31年  2月 24日(日) 合格者セミナー・交付式 

平成 31年  3月 9日(土) 賛助会見学会(宮ノ下富士屋ホテル) 


